
2017，5，14     お花めぐり   己高山トレッキング記 

以前からのご希望で周回コースに挑戦です。クリンソウは、今年は 10 日ほど花の開花が遅れていますので、「無

理かなあ・・」と思っていましたが、咲いていました。「超・・感動」。下見の時、アチコチ咲いていたハルリンド

ウは蕾のままでした。「今、曇っているから、花が開かないのよ・・」と、さっきまで木漏れ日の綺麗な樹林を「良

いね、綺麗ね・・」など談笑してたのですが、ほんの少しの曇りでした。山頂で、昼食時には、（30 分ほどで）日

差しが戻り、「もう一度戻って、ハルリンドウを見に行こうか・・」など談笑。下山は、今年初のコースです。「い

や・・綺麗な林やね。・・」などみなさん大満足。「紅葉の時も素晴らしいでしょうね・・」など。麓の鶏足寺は、

素晴らしい紅葉で、11 月初旬は賑わいます。今日は、ゆっくり花を観察しながら１５：００に下山。「コースタイ

ムを確認して、紅葉の時期もいけますね。」と大津市のＭさん。「歴史も深く、豊富なので、ぜひ紅葉の時期に再来

したいね」と、次回の希望もまとまりました。帰りに道の駅藤樹の里あどがわにより、お土産購入など楽しみまし

た。今日も自然に感謝。出会いに感謝の一日でした。 （以下、トレッキングの様子・自然観察・歴史など記録） 

◆トレッキングの様子 

    

  登山口          木漏れ日が良い、素晴らしい新緑をウォーキング    馬止め岩で 

    

牛止め岩にて         六地蔵          展望所     あちこちお花の写真を撮りながら 

  

  クリンソウを撮る①       ②         クリンソウ         己高山山頂にて   

    

下山コース：綺麗な樹林を行く 飯福寺登山口に下山       小休止              茶畑など楽しみながら 



◆自然観察 

     

 ミツバウツギ     ツクバキンモンソウ    オククルマムグラ  クリンソウ   ヒメエンゴサク 

     

 フタリシズカ      ヒメエンゴサク  ミヤマハコベ    ハルリンドウ  ヤマルリソウ 

    

イチリンソウ    ルイヨウショウマ    スミレ            ミツバツツジ 

     

 ギンリョウソウ   ユキザサ     イカリソウ       ガマズミ      ヤマツツジ 

    

 ブナの木①     ブナの木②     イヌエンジュ 蕾   イヌエンジュ 幹  ツクバネウツギ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アズキナシ        葉の裏 

この時期、アズキナシ・ミズナラ・ウラジロ・ブナなどの新芽

を小鳥が啄み、下に落ちています。「小鳥が、口ぶるを磨いて

いるのだろうか・・」など談笑。あちこち落ちています。 

どうしてでしょうね。ご存じの方は、教えていただけませんか 



◆歴史 

☞居張瀧（いばりたき）：己高山鶏足寺華やかなりし頃、白装束の行者達は、 

この瀧に打たれて心身を清めて登山したと伝えられている。 

     五月だるる中にも清きいばり瀧 

          心の垢も落つる水垢離（みずごり） 

☞六地蔵 ： 近江で一番古いと言われている。 

☞山上の鶏足寺跡：己高山山頂近くにあり、8 世紀の初め僧行基が草堂、泰澄が寺院を建立修行した史跡であ

る。799 年に最澄が十一面観世音を本尊とする天台の伽藍として再興した寺院で、桓武帝の勅命により 

   国家鎮護の祈祷所として隆盛を極め、官務牒疏（1,441 年）には、「観音寺として僧坊 120 宇と記録され

ている。本堂は、昭和 8年冬期不審火により焼失し、現在は、建物跡や墓地・庭園跡の遺構を遺すのみ

である。 

☞法華寺跡（ほっけじあと）：726 年僧行基の開祖と伝えられ、官務牒疏では、僧坊 102 宇とあり、己高山鶏足寺の 

   筆頭別院として己高山仏教の隆盛に主導的役割を果たしていた。薬師如来を本尊とする天台寺院であり、

雨乞いの寺、石田三成ゆかりの三珠院があった寺として知られている。明治の廃仏毀釈で廃寺となり、

跡地に伊波多岐神社（祭神：保食の神）が祀られている。  （参考） 

☞鶏足寺（旧飯福寺（はんぷくじ））：飯福寺は、僧行基が開基した古寺で、己高山鶏足寺の別院として名を連ね、中世

には、僧兵を擁するほどの大寺であった。中世の延徳年間（15 世紀）には、法印実盛上人により、飯福寺は

大いに隆盛を誇り、実盛上人は、中興の名僧と呼ばれました。さらに戦国時代には、浅井氏、京極氏からの

庇護を受け、特に浅井氏三代の祈願所として隆盛を極めました。江戸時代においても、幕府から寺領を与え

られ大寺として格式を誇ってきたが、明治時代に入り廃仏毀釈などにより、寺院の規模は縮小されてしまっ

た。しかし、村里の人々の努力により現在のように整備されている。 

    ゆるやかな参道の石段、両側の苔むした石垣など往時をしのぶに十分である。秋は、境内を埋める二百本

の楓の紅葉でより一層の由緒深さを感じるものがある。 

☞與志漏（よしろ）神社：当地の氏神で、素さ鳴尊（すさのおのみこと）、波多八代宿弥（はたやしろすくね）（式内 

   宿弥の長子、淡海の祖）を祭神とする。延喜式神明帳記載の式内社である。往古は、世代大明神と称し、湖

北三群に氏子を擁するなど神威もまた絶大であったことが窺える。 

☞亀山：己高山鶏足寺の別院として栄えた旧飯福寺（はんぷくじ））の薬師の尊像 

    の彫りだした祭、その木（こ）けらを埋めたと伝えられる丘である。 

    頂には、昭和初期まで五輪塔があり、年に一回薬師の日には、住僧が 

    訪れて供養した。 

☞亀山の茶畑：古橋は、古くから茶の産地として知られた郷であり、その由緒 

   は、平安の昔己高山鶏足寺を再興した最澄が薬師鎮座の古皇村（ここう 

   むら）（現在の古橋村）に相応しい薬の木として茶の木を植えさせた 

ことに始まると伝えられている。この茶畑は、昭和 26・27 年頃に当時の 

鶏足寺住職新井泰栄氏が第二次世界大戦後の村里の活性化のため、寺領である開墾地に茶を植えることを奨 

励したことによるものである。なお、ここで産出された茶は、石田三成ゆかりの三献茶として市販されてい 

る。 

☞三献茶： ～三成・秀吉、出会いのエピソード（逸話）三成の逸話でも、最も有名なのが、この逸話ではないでしょうか？ 

滋賀県・長浜駅前には、この三献茶に因んだ三成と秀吉の像もあります。「砕玉話(武将感状記）」等に記された、この逸話

の概要だけ記せばこんな具合です。 

 



「長浜城主となった秀吉は、ある日、領内で鷹狩をしていた。 

その帰途、喉の乾きを覚えて、ある寺に立ち寄って茶を所望した。対応した寺の小姓は、まず最初に大ぶりの茶碗にぬる

めの茶を一杯に入れて出した。喉の乾いていた秀吉は、それを一気に飲み干したあと、もう一杯たのんだ。次に小姓は、

やや小さめの碗に、やや熱めにした茶をだした。秀吉が試みにもう一杯所望したところ、今度は小ぶりの碗に熱く点てた茶

を出した。相手の様子を見て、その欲するものを出す、この心働きに感じいった秀吉は、その小姓を城に連れて帰り家来と

した。この小姓が、その後累進し、五奉行の一人、石田三成となったのである。」 

喉の乾いている相手に、まずは飲みやすい温めの茶をたっぷり出し、渇きが癒えた後は熱い茶を味わってもらう・・・この逸

話は気配りの進めとして、広く語られています。 

三献茶の舞台となった「ある寺」とはどこか、という議論も賑やかです。今のところ、大原・観音寺と古橋・法華寺が有力で、

観音寺には「三成茶汲みの井戸」もあります。 

ただこの逸話が真実か？、ということになると大いに疑問があります。逸話が載っている史料が、いずれも江戸期の俗書

の類であること、三成の息子が記した寿聖院「霊牌日鑑」では三成が秀吉に仕えたのは、十八才の時に姫路で、となって

おり、この逸話とは符合しません。 

この逸話は、江戸期に創られた他の多くの三成の話と同じく、三成の出自を寺の小僧とおとしめるで創られた、との説もあ

ります。 

 

 


